
MGI37-P01 会場:3階ポスター会場 時間:4月 29日 18:15-19:30

NICTサイエンスクラウドを用いたシミュレーションデータと衛星観測データの大
規模統計解析環境の構築
Construction of the Large-Scale Statistical Analysis Environment of the STP field data
based on the NICT Science Cloud
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太陽地球系物理分野では、地球磁気圏ダイナミクスを解明するための主な研究手法として、衛星観測と計算機シミュ
レーションが確立されている。衛星観測では国際太陽地球系物理観測（ISTP）計画により、複数衛星による多地点観測
データが蓄積されてきた。計算機シミュレーションでは、計算機技術の向上により、データの３次元化、大規模化、高
精度化が顕著である。両者のデータは年々増大化している。
これに対して、これまでのデータ解析・可視化は、イベント期間の特定の観測データを使用したり、シミュレーショ

ンデータの３次元メッシュ構造の特定断面のみを可視化したりするなど、蓄積・生成されたデータ資源を十分に活用で
きているとは言えない。
両者のデータの性質は相補的な関係であり、データ同化に向けた相関関係を調べる取り組みは、データの信頼性と現

象解明の可能性を増す。このためには、過去に蓄積されたデータを活用し、衛星観測データでは長期間の複数衛星を用
いることで空間領域に対して、シミュレーションデータでは高時間分解能で計算することで時間軸に対して、信頼性を
高める必要がある。
一方で、両データのアーカイブ、解析・可視化は独立した環境で行われてきた。そのため、データフォーマットおよ

び時間軸・座標系が統一されておらず、過去に蓄積した大量のデータファイルに対して統合的に可視化・解析すること
は容易ではない。
本研究では、NICTサイエンスクラウド [1]（以下、サイエンスクラウド）が提供している計算機リソースおよびデー

タ処理システムをマッシュアップし、両データのデータフォーマットを統一したデータセットを作成する環境を構築し
た。データセットを作成するプロセスは、データアーカイブ、時間軸・座標系の統一、物理量の抽出、両データのマージ
の４つからなる。
データアーカイブ
分散管理された衛星観測データの収集には、NiCTy+Download Agentを利用することにより、分散管理情報をメタデー

タベース化した STARSDBを参照して定常的にデータを収集できる。また、サイエンスクラウドではスパコンをハウジ
ングできる環境を提供しており、スパコンから出力された大規模データは、基幹ネットワークが 10GbEで接続された分
散ストレージ（Gfarm[2]）に出力することができる。
時間軸・座標系の統一
衛星観測データの時間分解能と座標系をシミュレーションデータに合わせる。サイエンスクラウドが提供するSEDOC

を利用することで、衛星観測データのデータフォーマットの差異や時間単位で出力されたファイル群を意識することな
く、指定した時間分解能にサンプリングして配列に格納される。また、衛星軌道データについては、主な座標系に変換
することができる。
物理量の抽出
座標系が統一された衛星軌道の任意の座標値に該当する、シミュレーションデータの物理量を抽出する。サイエンス

クラウドが提供する V Auroraは、衛星観測データとシミュレーションデータの融合表示および指定した座標値の物理量
の抽出が可能である。
両データのマージ
時間軸・座標系が統一された両データを１つのファイルにマージする。
データアーカイブされた大量のデータファイルに対して、上記の一連の処理を行った場合、データ読み込み時のディス

ク I/Oおよびデータ補間時の CPUの処理性能がボトルネックになる。本研究では、この問題を解決するため Pwrake[3]
によるワークフローを作成した。Pwrakeは分散配置されたファイルがあるノード上でプロセスを起動するようにジョブ
管理するため、ローカルディスク I/Oを活用したデータ処理が行える。
本発表では、過去に蓄積した LANL シリーズの衛星データと Global MHDシミュレーションデータを用いて、両デー

タのデータセットの作成および相関図を作成した結果について発表する。
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Planetary Plasma and Atmospheric Research Center (PPARC) of the Tohoku University is now in progress to build a upper
atmosphere, planetary, and space physics database under collaboration with the Inter-university Upper atmosphere Global Obser-
vation NETwork (IUGONET). The core data of the database are planetary and solar radio observation by Iitate Planetary Radio
Telescope (IPRT) and Jupiter/galaxy decameter radio receiver working in Iitate observatory, that is one of the observatory of To-
hoku University. Development of database of LF/VLF wave observation at Athabasca, Ny-Alesund, and Asia VLF Observation
Network (AVON) are undergoing collaborated with Chiba University. In the presentation, we will introduce the observations of
solar radio burst with high time resolution using the AMATERAS spectrometer of IPRT, as well as lightning and precipitation of
high energy electrons into the atmosphere observed by LF/VLF wave.
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